
              
                                         

                          

                         

共催：調布市   （第１１５回）   ＜入場無料＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

悪 夢 の 戦 地 
～ 若いあなた 戦争体験の話を聞いたことがありますか ～ 
 

 日 時：平成２１年８月８日（土） 午後２時～４時 

 場 所：調布市文化会館たづくり １２階大会議場 ※ 定員：当日先着１５０人 

 語り手：市川 康之助 さん  杉山 キヨノ さん  谷口 正範 さん 

     浪花 一成 さん （いずれも調布市在住） 

     

  戦争が終わって６４年がたちました。私たちの記憶も風化しつつあります。 
戦争があったことすら知らない子ども達が増えている今、戦場を体験された 

方々の体験談に、様々な世代が共に耳を傾け、「若者を二度と戦場に送り 

込むな」を合い言葉に平和の尊さを噛みしめ、次世代へ語り伝えたいと思 

います。 

今回お話しをして下さる方々が戦場に臨んだのは、１７・８歳から２０歳 

代前半です。 
 

『君死にたもうことなかれ』  与謝野 晶子  

 

ああ、おとうとよ君を泣く 君死にたもうことなかれ 

末に生まれし君なれば   おやの情けはまさりしも 

おやは刃
やいば

をにぎらせて   人を殺せとおしえしや 

   人を殺して死ねよとて       二十四までをそだてしや 
 

～平 和 の 礎 展 ２００９ 関 連 事 業～ 

主 催：特定非営利活動法人 調布まちづくりの会 

共 催：調布市 

連絡先：森下 政信 (TEL＆FAX 483-9993) 

         E-mail mmasanob@sepia.ocn.ne.jp 
調布市生活文化スポーツ部文化振興課 (TEL 481-7139) 

※手話通訳ご希望の方は７／２２までに上記へご連絡下さい 

 

【終了後、同じ会場にて懇親会（希望者のみ参加費500円）を 

行います】   ・終了時刻：午後５時３０分  



★今回お話しくださる方の体験プロフィール（五十音順） 

市川 康之助さん 海軍少年電信兵を志して横須賀海兵団に１６歳で入団、海軍通信学校で教育を受けた後、

南太平洋のトラック島や周辺を戦場として飛行機に搭乗して偵察する対潜対空の哨戒通信に当たった。偵察

の途中、敵機と交戦して撃墜され、パラオ島周辺の海に墜落、九死に一生を得る。 

杉山 キヨノさん ２０歳代半ばに救護看護婦として秋田で召集され赤十字の病院船で、負傷者・患者収容の

ため東シナ海ピストン輸送に２年近く従事。その後台湾の陸軍病院で物資も医療品も極端に不足する中、空

襲も頻繁になり、伝染病患者と負傷兵が激増して多くの死を看取り、昼も夜もなく看護に青春を捧げた。 

谷口 正範さん １５歳で陸軍飛行学校に入校、操縦教育、実用戦闘機の訓練教育ののち、中国の天津・青島

などを経て漢口の基地に配属され実戦についてアメリカ軍と空中戦を重ねる。空中戦による被弾などで３度

も不時着で死と直面したが、同期生の少年飛行兵の半数以上が１８歳、１９歳の若さで戦死した。 

浪花 一成さん １５歳で海軍飛行予科練習生になり、戦況悪化を受けて繰り上げ卒業して土浦海軍航空隊

に配属される。終戦２ヶ月前の１９４５年６月に血書嘆願して水上特攻要員（震洋特別攻撃隊）となったが、出

撃する直前の大空襲で２千数百名の予備学生・練習生が戦死した。九州の基地に向かうも出撃の前に終戦。 

 

☆「相互塾」これからの予定 
 月 日 曜日 テ ー マ （ 仮 題 ） 語 り 手 

第１１６回 

第１１７回 

第１１８回 

第１１９回 

第１２０回 

９月２７日 

１０月２４日 

１１月２９日 

１２月１９日 

１月３１日 

日 

土 

日 

土 

日 

甲州街道：布田五宿ほか 

調布市民放送局のめざすもの 

こどもたちの遊びと勉強 

まちの資料情報館と地域史 

田んぼの学校と環境と子どもたち 

小野崎満（調布市郷土博物館副館長） 

調布市民放送局の皆さん 

森下政信・鵜飼雅子 

古橋研一（郷土史研究家） 
尾辻義和（野川で遊ぶまちづくりの会代表） 

 

☆「企画ミーティング」に参加、大歓迎です：「相互塾」のテーマの選択をはじめ、様々なサロンづくりについ
て話し合っています。どなたでも出席ＯＫです。調布を住み良い街にするために力を貸してください。会場は総合福祉

センターの２０１会議室（確認お願い）で、午後７時より。開催日は、７月２１日（火）、８月２５日（火）（２０３会議室）です。 

何か楽しいことをやって見たいと思っている方、新しい顔の方を歓迎します。とにかく出かけて来てみてください。 

☆「数援隊（数学支援隊）」及び「数学おあそびサロン」：数援隊は調布の二つの中学校に数学授業の応
援に行っています。放課後の補習学習の協力と数学の授業の補助です。「数学おあそびサロン」は、新築の「教育会館」

にて数学好きになりたい中高生向けに毎月第４日曜午前１０時より開いています。大人が中心の数学面白談義を月１回、

国領・「あくろす」２階にて開催しています。いずれの場合も参加者を探しています。どうぞお越しください。（森下まで） 

☆「午後のティーサロン～音楽＆映画への語らい～」： お茶を飲みながら、音楽と映像を語り合いましょう。 
８月９日（日）、１０月に開催します。 午後１時半より文化会館たづくり １０階が会場です。隔月に開催しています。 

（お茶・資料代として３００円をお願いします）。 
 

 

 

 

 

 
◇ ＮＰＯ法人 調布まちづくりの会   （新入会歓迎） 
    〒182-0023 調布市染地3-1-19 ハ-3-510 

        TEL＆FAX：042-488-4022    ホームページ：http://www.machikai.org/            

     おしゃべりサロン「相互塾」、「午後のティーサロン」などの開催案内チラシを置いていただいている場所 

各図書館（分館を含む）、総合福祉センター、社会福祉協議会、３公民館、各地域福祉センター、たづくり生涯学習情報コーナー、 

あくろす３階男女共同参画推進センター、あくろす２階市民活動支援センター、郷土博物館、武者小路実篤記念館、各児童館・学童ク

ラブ、ＹＷＣＡ国領センター、子ども家庭支援センターすこやか、総合体育館、ちょうふだぞう、クッキングハウス、など 

 


